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発作性心房細動 くp a r o x y s m al a t ri a l fib ri11 a ti o n
，
P A F l 発生の 病態生理 学的特徴 を明 ら か に す る

た め に ， P A F 発生に 関与す る と考 えら れ る諸因子 に つ い て
，

心 血 管系 に 著変を認 め な い 対照くc o n t r o l
， Cl

群と の 間で比 較検討 した ．

プロ グラム され た心 房期外刺激法に よ る心 房内伝導時間に お い て
，

冠静脈 洞 一 高位右房間，
冠静脈洞 一

低位右房間の最大伝導遅延時間が C 群 に比 して有意に 延 長 した ． P A F 群で は心房期外刺激後 の 反復性心

房興奮 くr e p e ti ti v e a tri al fi ri n g ，
R A F l の 誘発率が C 群 に 比 して 高く

，
心房受攻性 の 増大が認 め られ た ．

R A F 出現帯の 持続時 間な らび に 内側境界， 外側境界 に は両群 間で 有意善が認 め られ な か っ たが ，P A F 群で

は R A F 出現帯 の 内側境界が 心 房機能的不応期 と高率に
一 致 し た ■ 薬理学的自律神経遮断 に よ る自律神経

系の 影響に 関す る検討に お い ては
， 両群共， 洞結節機能は副 交感神経緊張優位 を示 した

．
房宴結節内伝導

は C 群で 副交感神経緊張優 位 を示 した の に 対 し
，
P A F 群で は不 定 で あ っ た

． 心 房，
房室結節， 心室の 各不

応期に 対す る自律神経系の影響 は両群 共不定で あ っ たが 薬理 学的自律神経遮断後 に 冠静脈 洞郡の 有効不 応

期が C 群に 比 して有意に 短縮 した ． 内因性洞結節機能は C 群 に 比 し P A F 群で 有意な低下 を示 したが ， 洞

結 節機能不全症候 群合併 症例 を除外 した も の と C 群 と の 検討 で は 有 意差 を認 め な か っ た －
P w a v e

d u r a ti o n は C 群に 比 し P A F 群で 有意 に 延長 して い た が ， 左 房 径は
，

基礎疾患 あ る い は 合併症 を有 す る

p A F ． I 群 で C 群に 比 して 有意な増大 を示 した ．
P w a v e d u r a ti o n と左 房径 との 間に は

，
全体的に み ると

有意な正 相関が認 めら れ たが ， P A F 群の 中に は
，

P w a v e d u r a ti o n 延長の 原因 と して心房内伝導障害 を

示 唆す るよう な症例が 認め ら れ た
．

そ の 他 の 電気生理 学的諸因子 と左房径お よ び血行動態 的諸因子 と の 間

に は有意な相関を認 めな か っ た ． 以 上 の 成績 よ り ，
左 房拡大 ある い は 心房内伝導障害の 存在下 で心房性期

外収縮 が発生す る と
，

内在す る 心房内逆伝導障害の た め心 房 内局所間で逆伝導の 著し い 遅延が生 じ
， 興奮

旋回の発生が誘起され ，
そ の 結果，

P A F の発生 が容易 に な る と 考え られ た －

E e y w o r d s p a r o x y s m al a t ri al fib rill a ti o n
，
in t ri si c i n t r a a t ri al r e t r o g r a d e

c o n d u c ti o n d el a y ， at ri al v u ln e r ab ilit y ，
a u t O n O m ic n e r v o u s

s y s t e m
，
1 ef t a t ri al e nl a r g e m e n t ．

心 房珊動 くat ri al fib rill a ti o n
，
A F l が 心房性期外収

縮 くp r e m a t u r e a t ri al c o n t r a c ti o n
，
P A Cl に ひ き続い

て 発生 した り，
心房期外刺激法 に よ っ て誘発さ れ る こ

と はよ く知ら れ てい る
l 川

．
A F は心房の 電気生理 学的

異常 を背景 と して発生す る と考 え ら れ る が ，
S c b a m

－

A b b r e v i ati o n s こ A F
，

r o th
封
は こ の よ う な 異常発現の 機序と して ， 左右両心

房間の生理 学的不均 等を あ げて い る
． 即 ち

，
心房興奮

様式
， 伝 導遅延， 不 均 一 伝導， 心房拡大

，
左右心 房の

非対称性， 不 応期の 変化 に よ っ て 左右両心 房内で の 生

理 学的不均等が生 じて く る と考 えら れ て い る ．

a t ri al fib rill a ti o n i A F R P
，

a t ri al f u n c ti o n al r ef r a ct o r y p e ri o d i A H
，

l o w e r ri gh t a t riu m －tIi s b u n dl e c o n d u cti o n ti m e i A V N E R P
，
A V n o d al eff e c tiv e r efr a ct or y

p e ri o d 3 A V N F R P ， A V n o d al f u n c tio n al r ef r a ct o r y p e ri o d 3 B P C L
，
b a si c p a c ed c y cle le n g 裾

B S C L ， b a si c sin u s c y cl e l e n g t h i C R B B B
，
C O m p l et e ri gh t b u n dl e b r a n ch b l o ck i C S ， C O r O n a r y
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プ ロ グラ ム され た心 房期外刺激 に よ っ て
，

反 復性 の

心房興 奮 くR A F l が 出現 した後 に A F が発生 する こ と

は知られ て お り
，

こ の R A F の 出現 が心 房 受 攻性 の 指

標と して用 い られ て い る引即
．
A F の 発 現 機序 に 閲し， 従

来よ り興奮旋 回くr e e n tr y1
7I
と 異所性自動能冗進

8 ト 川 の

2 説が 議論 され て い るが
，
A F の 発生と維持 に は

，
この

2 つ の 機序 の 関与が指摘さ れ てい る
1 2 ト 川

本研究 で 著者は
，
P A F 症例 に お け る A F 発生に 関与

する 病態生理 学的特徴 を明ら か に す る た め に
， 心 房期

外刺激時の 心 房内伝導遅延， 心房受攻性 と心房 不応期

との 関連性， 洞結節機能な ら びに 刺激伝導能に 対す る

自律神経系の 影 響
，

基 礎疾患 ある い は合併症の 有無 に

よる 諸因子 の 差異な らび に 電気生理 学的諸因子 に 対す

る心房動態の 影響な ど に つ い て
，
P A F 症例群と対照群

との 間で比 較検討 した ．

対 象お よ び方法

工 ． 対 象

対象は安静時 ある い は運 動 負荷時に 心電 図上
，

一

過

性に A F を認 めた 14 例く男 1 1 例，
女 3 例I ， 平 均年令

58 士 3 歳くm e a n 士S E M l で あ る ． 基礎疾患 な らび に 合

併症の 内訳 は， 高血圧症 2 例， 虚血性心疾患 1 例
，

甲

状腺機能冗進症 1 例， 拡張型心 筋症 1 例， 洞機能不全

症候群2 例， 伝導障害 1 例で
， 残り 5 例 は特発性と考

えられ た ． 対照 くCう群 は
，
安静お よ び運動負荷に て正

常心電図 を示 し
， 心 血 管造影 を含む諸検査の 結 私 署

変を認め なか っ た 12 例 く男 5 例， 女 7 例ン， 平均年令

51 士 3 歳で あるく表 1ユ． C 群 1 2 例 中10 例に 初 診時 に

軽度の 高血 圧 を認 め
， ま た 2 例 に僧帽弁逸脱症候群 を

認め， う ち 1 例 は高血 圧 症を合併 し て い た ． 高血 圧 症

例はす べ て入 院後 に 血 圧 が正 常化し た
．

工I ． 検査方 法

検査 前72 時間 は抗不 整脈剤お よ び鎮 静剤等の 投薬

を控え
， 右心 力 テ

ー

テ ル 検査旋 行後 に S c h e rl a g ら の

方法瑚
に 準 じて Hi s 束心 電図記録 を行 な っ た ． 同時 に

高位右房 くhi g h ri gh t a t ri u m
，

H R A l ， 冠 静脈 洞

くc o r o n a r y si n u s
，
C S l ， 右室心尖部 くrigh t v e n t ri cl e

，

R Vl の 各部位の 電位 を記録 した ． 電気生理学 的検討因

子と して， 基本洞周期 くb a si c si n u s c y cl e l e n g th
，

B S C U
， 洞結節自動能 回復時間くsi n u s n o d e r e c o v e r y

ti m e ， S N R T l
， 修正 洞結節自動能回 復時間くc o r r e c t e d

Si n u s n o d e r e c o v e r y ti m e
，
C S N R T l ， 洞房 伝導時間

Si n u s 三 C S E R P
，

C O r O n a r y Si n u s eff e cti v e

1 0 63

くsi n o a tri al c o n d u c ti o n ti m e
，
S A C T l ， 高位右房一

低位右房 伝導時聞くH R A － L R A l ， 高位右房q 冠静脈洞

伝 導時 間 くH R A － C S l
， 低 位 右 房

－ H i s 束伝 導 時 間

几 R A － H i s
，
A H l ， H i s 束 一

心 室伝 導時聞 くH V l ， 高

位右房 機能的不応期 くhigh ri gh t a tri al f u n c ti o n al

r e f r a c t o r y p e ri o d
，
H R A F R 円 ， 高位右房有効不応期

くhigh ri gh t a t ri al e ff e cti v e r ef r a c t o r y p e ri o d
，

H R A E R P l ， 冠静脈洞機能的不応期 くc o r o n a r y si n u s

f u n c ti o n al r e f r a c t o r y p e ri o d
，
C S F R P l

， 冠静脈洞有

効 不 応 期 くc o r o n a r y si n u s e ff e cti v e r e f r a c t o r y

p e ri o d ， C S E R Pl 房 室結節機能的不応期 くA V n o d al

f u n c ti o n a l r ef r a c t o r y p e ri o d
，
A V N F R Pl

，
房 室結節

有効不 応期 くA V n o d al eff e c tiv e r e f r a c t o r y p e ri o d
，

A V N E R Pl ， 心 室有効不 応期 くv e n tri c u l a r eff e c ti v e

r ef r a c t o r
－

y p e ri o d
，
V E R P l を測定 した ．

S A C T は S tr a u s s ら の方法
一
里こよ り測定し， S N R T

は高位右房 を毎分90
， 1 1 0 ，

13 0 ， 15 n の 各刺激頻度 で

各 々30 秒間 ペ ー

シ ン グ して そ の 最大値 をS N R T と し

た ． 各不 応期 は プ ロ グ ラ ム さ れ かL 一房期 外刺 激法

くp r o g r a m m e d a t ri a l e x t r a s ti m u l u s m e th o dl を用

い
， 基本 ペ

ー シ ン グ周期 Cb a si c p a c ed c y cl e l e n gth ，

B P C L l は B S C L の 1 0 句 2 0 ％増と し た ． 電気刺激装置

は 日本光電社製 c a r d i a c sti m ul a t e r S E C 2 10 1 を使用

し
， 刺 激電位 の 大 き さ は 2 V

， 時間幅 は 2 m s e c と し

た ． 記録は Si e m e n s 社製 M i n g o g r af 8 00 を使用 し
， 紙

送り速度は 100 m m ノs e c と した
．

ま た体表面拡大心 電

図第II 誘導よ り P w a v e d u r a ti o n を測定 した
．

心 房 期外 刺激 時の 心 房 内伝導遅延 に 関す る 検討 で

は
， p r O g r a m m e d a t ri al e x t r a s ti m ul u s m eth o d を用

い H R A な らび に CS 部位の それ ぞ れ で基 本 ペ ー シ ン

グ くS lフ 後 に 心 房期外刺激 くS 2う を加 えた 時の 心房興

奮仏 21 に つ い て H R A 2
－ L R A 2 間，

H R A 2
－ C S 2 間 ， C S 2

－

H R A 2F 乳 C S 2
－ L R A 2 間の 伝導時間を測定 した

．
S l－S 2 間

隔 を 10 m s e c ず つ 短縮 し て い っ た 時の H R A 2
－ L R A 2

間
，

H R A 2
－ C S 2 間 ， C S 2

－ H R A 2 問 ，
C S 2

－ L R A 2 間の 伝 導

時間と
，

基本 ペ ー シ ン グ くS ll 時の 各伝導時間と の 差

を最大伝導遅延 時間 くm a x i m a l c o n d u cti o n d el a y ，

ti m e
，
M C D T l と した

．

心 房受 攻性 に 関す る検討 で は
，

H R A なら び に CS

を8 心拍 ペ ー シ ン グ くS lう し た後
，

期外刺激 くS 2J を

加 えS ，－S 2 間隔 を 1 0 m s e c ず つ 短 縮 し て い っ た 時，

R A F あ る い は
一

過 性 の A F が 誘発 さ れ た 時の A l
－ A 2

r ef r a c t o r y p e ri o d 妄 C S F R P
，

C O r O n a r y Si n u s

f u n c ti o n al r ef r a ct o r y p e ri od ニ C S N R P
，

C O r r e Ct ed si n h s n od e r e c o v e r y ti m e i D C M ， dil a t ed

C ar dio m y o p at h y 三 F
，
f e m al e ニ H

，
H is b u n dl e 三 H R A

， hi gh ri gh t at ri u m i H R A E R P
，
high ri gh t

atri al eff e c ti v e r ef r a ct o r y p e ri o d ニ H R A F R P
，
h i gh ri gh t a t ri al f u n cti o n al r ef r a c t o r y p e rio d ニ
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S
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数寄慧
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，
m

E 邑C

警
ご
こ
這

W N L
，
W i t h i n n o r m a l l i m i t ．

間隔 の最長と最短の時間 くm s e cl を求め R A F 出現帯 し
，
1 0 分後 に a t r o pi n e O － 04 m glk g を 5 分間で 静注し

と した ■ て薬理 学的自律神経遮断 くp h a r m a c o l o gi c a u t o n o m ic

自律神経系の 影響 に 関す る検討で は
，J o r d a n ら の 方 bl o c k a d e

，
P A B l を行な い

， 1 0 分後 よ り速や か に 電気
法171

に準 じ
， p r O p r a n Ol ol O ． 2 m gノk g を 5 分間 で 静往 生理 学的検査 を施行 した

．

H T ， h y p e r t e n si o n ニ H V ， H is b u n dl e －

V e n t ricl e c o n d u c ti o n ti m e ニ L A D
，
1 eft at ri al di m e n si o n I

L R A
，
l o w e r ri gh t at ri u 町 M C D T

，
m a X i m al c o n d u cti o n d el a y ti m e ニ m R A

，
m e a n ri gh t at ri al

p r e s s u r e i M V P S ， m it r al v alv e p r ol a p s e s y n d r o m e 三 S S S si c k sin u s s y n d r o m e ニP A B
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心房動態 因子 と して
，

M モ ー ド心 エ コ ー 法 に よ り

Hi r a t a ら
川
の 方法 に 従い

， 左房径 くI ef t a t ri a l d i m e n
J

si o n
，
L A D l を測定し た

．
ま た

， 右心 力 テ ー テル 法 に

ょ り肺動脈拡張 末期圧 くp ul m o n a r y a rt e ri al e n d r

di a st oli c p r e s s u r e ，
P A E D P l な ら び に 平均右房 圧

くm e a n ri gh t a t ri al p r e s s u r e
，

m R A l を測定 した ．

I王王． 統計学的検討

St u d e n t の t －t e S t
， p a ir e d t －t e S t を用 い て平均値の有

意菱検定 を行な っ た ． また 相関分析法 も用 い た ． P 傾 が

0 ．0 5 以下 の 場合 に 有意差あ りと判定 した ． な お 成績 は

m e a n 士 S E M で 表わ した ．

成 績

10 6 5

1
． 臨床 及 び 心電 図所見

P A F の 全症 例 に 心 電図上 P A C を認 め た ． C 群 と

P A F 群 との 間 で 年 令 に 関 して は有意差 を認 め な か っ

た く表 11 ．

工工 ． 心房 期外刺激 時の 心 房 内伝ヰ遅 延 に 関す る検 討

C 群の 8 例， P A F 群の 10 例 に つ い て P A B 前， 後で

の 心房 内伝導時間 を測定し
，

M C D T を求め た く表 2
，

表3l ． 表 2 は， H R A
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m o n a r y a r t e ri al e n d －d i a st oli c p r e s s u r e ニ P A F
， P a r O X y S m al at ri al fib ri11 a ti o n 三P V C

， P r e m a －

t u r e v e n t ric ul a r c o n t r a ct i o n 三 R A F
，

r e p e titi v e at ri al firi n g i S A C T
，
Si n o at ri al c o n d u cti o n

ti m e 三 S N R T
，
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，
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刺激 くS 21 を加 えた時の心房興奮 くA 21 時の 貴大伝導 1 ， H R A 2
－ L R A 2 時間の M C D T は ， C 群 で は52 士5

時間と の 差 か ら最大伝導遅延 時間 を求 め た も の で あ m s e c か ら 49 士 4 m s e c
，
P A F 群 で は 61 士 7 m s e c か ら

る
．

5 1 士 8 m s e c と変化 し
， 両群と も P A B 後 に 短縮傾向を



発作性心 房細勃発生 の 病態生理 学的特徴の 研究

示 し た
．

P A B に よ る M C D T の 変 化 量 A M C D T

くm e a n 士 S E M I は C 群 で－3 士1 8 m s e c
，
P A F 群で －

1 0 士 9 m s e c で あ り両群間で 有意差を 認め な か っ た ．

2 ． H R A 2
－ C S 2 時 間 の M C D T は

，
C 群 で 5 8 士 6

m s e c か ら 48 士 6 m s e c
，
P A F 群で は 54 士 8 m s e c か ら

51 士11 m s e c と 変化 し
， 両群 と も P A B 後 に 短縮傾 向

を示 した ． A M C D T は
，
C 群で －

9 士10 m s e c ， P A F 群

で
－

4 士10 m s e c で あり 両群間で 有意差 を 認め な か っ

た ．

3 ． C S 2
－ H R A ユ時 間 の M C D T は

，
C 群 で 34 士 7

m s e c か ら 9 士 6 m s e c と 短 縮 し た が
，

P A F 群 で は

42 士10 m s e c か ら57 士 5 m s e c と 延長傾 向を 示 し た ．

A M C D T は
，

C 群で q 1 9 士11 m s e c
，

P A F 群で 9 士7

m s e c で両群間で有意差 を認 めな か っ た
．

4 ． C S 2
． L R A 2 時 間 の M C D T は

， C 群 で 31 士 7

m s e c か ら 9 士 3 m s e c と 短 縮 し た が
，

P A F 群 で は

42 士10 m s e c か ら52 士13 m s e c と延長傾 向を示 した ．

A M C D T は
，

C 群 で －

1 6 士4 m s e c
，

P A F 群 で 10 士 7

m s e c で両群間で有意差 くP く0 ． 0 5J を 認め た ．

5 － P A B 後の 各伝 導時 間の M C D T に つ い て 検討

してみ る と
，
C S 2

－ H R A 2 時間 に つ い ては ， P A F 群 の方

がC 群に 比 して 有意くP く0 ． 0 5 圧 延長 した ． ま た CS 2
－

L R A 2 に つ い て も P A F 群 の 方が C 群 に 比 し て 有 意

くP く0 ． 0 1う に延長 した ．

m ． 心房 受攻性と心 房 不 応期と の 関連性 に つ い て の

検討

C 群の 8 例，
P A F 群の 10 例に つ い て， 心房期外刺激法

によ っ て
， 心 房機能的不応期と R A F 出現帯 に 関 して

，

P A B 前後で 検討 したく表4
， 図 1 l ．

P A B 前 の 検討 で

は
，

C 群 に お い て 8 例中 6 例 く75 ％1 に
，

P A F 群 に お

い て 10 例中9 例く90 ％うに R A F が 誘発 可能 であ っ た
．

こ のう ち H R A 領域に R A F 出現帯 が 限局 した も の は

く図1
，
左J ，

C 群で 4 例く67 ％う，
P A F 群で 7 例く78 ％う

であり，C S 領域に 限局 した も の は
，
C 群で は認 め らず

，

P A F 群で 1 例く1 1％1 で あ っ た ． R A F 出現帯が H R A

とC S の 両領域に 存在 した も の は
， C 群 で 2 例く33 ％う，

P A F 群で 2 例 く22 ％う で あ っ た
．

P A B 後の 検討 で は， C 群で 8 例中5 例 く63 ％う に
，

P A F 群で は 10 例 中8 例く80 ％コに R A F が誘発可能で

あ っ た ．
こ の う ち R A F 出現帯 が H R A 領域 に 限局 し

たもの は
， C 群 で 3 例 く60 ％う， P A F 群 で 3 例 く38 ％1

に み られ
，

C S 領 域 に 限局 し た も の は ， C 群 で 1 例

く20 ％う， P A F 群 で 5 例 く63 ％フで あ っ た
．

R A F 出現

帯が H R A と C S の 両領域 で 認 めら れ た も の は
，

C 群

で 1 例 く20 ％フ あ っ た が P A F 群 で は認 め ら れ な か っ

た
．
ま た P A B 後 に R A F が 新 しく 出現 した症例 は両群

とも認 めら れ なか っ た ．

一 方 R A F 出現帯が P A B 後に

i O 6 7

消失 した も の は， C 群で 1 例， P A F 群で 1 例に 認 め ら

れ た － ま た P A F 群 で は， 2 例 に お い て， P A B 後 に

R A F 出現帯が H R A 領域 か ら C S 領域 へ 移動 した ．

表4 に 示 した 様に
，

R A F 出現帯 の 内側境界 は P A B

前で は
，
C 群に お い て 5ノ8 例く63 ％ン，

P A F 群 に お い て

111 1 1 例 く100 ％1 に， P A B 後 で は
，

C 群 にお い て 4ノ6

例 く67 ％1 ，
P A F 群 に おい て 7ノ8 例 く88 ％うに R A F 出

現帯の 内側境界 が心房機能的不応期と
一

致 した ． ま た

P A B 軌 後 の変化量に つ い て は両群間に有意差 を認 め

なか っ た
．

王V ． 洞結節機能 なら び に 刺激伝導能 に 対す る 自律神

経系 の 影響に つ い ての 検討

刺激伝導系に 対す る自律神経系の影響 をみ るた め に

P A B 前後 で刺激伝導系各部位の 電気生理 学的諸因子

の変動 に つ い て検討 した ．

C 群 の 8イ礼 P A F 群の 10 例く洞機能不全症候群 3 例

を含 む1 に つ い て P A B を施行 し
， その変化量 に つ い て

検討 した ． 変化率が ＋10 ％以上 の もの を延長，

－ 1 0 ％以

下 の も の を短縮， 士1 0 ％以 内の も の を不変と し た く表

5 ， 表6
，

M e a n 士 S E M l ．

1
． B S C L は C 群 で 85 6 士53 m s e c か ら 72 0 士24

m s e c と 変化 し， 延長例は な く， 短縮 4 例， 不変 4 例 で

あ り P A F 群 で は 833 士40 m s e c か ら 78 1 士42 m s e c と

変化 し， 延長例 は なく， 短縮 5 例
， 不変5 例で あ り

，

A B S C L は C 群 －

13 6 士57 m s e c ， ， P A F 群 － 5 2 士32

m s e c で両群間に 有意差 を認め なか っ た ． P A F 群 よ り

洞機能不全症候群 3 例 を除外 し
，
P A B 後の A B S C L を

検討す る と C 群 との 間に有意差 を認め なか っ た
．

2 ． S A C T は ， C 群 で 96 士 6 m s e c か ら 77 士 5

m s e c と変化 し
， 延長例 はな く短縮 7 例， 不変 1 例で あ

り，

一 方 P A F 群 で は 12 4 士11 m s e c か ら 97 士 9 m s e c

で
， 延 長例は な く ， 短縮 7 例 ， 不 変3 例 で あ り

，
A S A C T

は
，
C 群 q 1 9 士 3 m s e c に対 し P A F 群は － 2 7 士 7 m s e c

で両群 間に 有意差を認 めな か っ た
．

一 方 P A B 後 で は C 群 の S A C T 7 7 士 5 m s e c が

P A F 群 97 士 9 m s e c に 比 して有意くP く0 ．0 51 に 延長 し

たが
，

P A F 群 よ り 洞機能不全症候群 3 例 を除外 し て

P A B 後 の 成績 を検討 す ると， 両群間に 有意差を認め な

か っ た
．

3 ． S N R T は C 群 で 11 8 7 士6 5 m s e c か ら 95 4 士44

m s e c と変化 し， 延長例は なく 短縮 6 例，
不変1 例 で あ

り
，

一

方 P A F 群 で は 12 9 8 士90 m s e c か ら 1 17 8 士 97

m s e c で
，

延 長 1 例，
短縮 6 例， 不 変 2 例 で あ り，

A S N R T は ， C 群 －

2 33 士5 9 m s e c
，

P A F 群
－

12 0 士98

m s e c と両群間に 有意差 を認 めな か っ た ． また P A B 後

で は
，

P A F 群 の S N R T l 1 78 士97 m s e c が C 群 95 4 士

44 m s e c に 比 して 有意 くP く0 ． 0 51 に 延長 した が P A F
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1 0 7 0

群よ り洞機能不全症候群 3 例 を除外 して P A B 後の 測

定値を検討す ると ， 両群間に 有意差を認め な か っ た ．

4 ． C S N R T は
，
C 群 で 295 士2 8 m s e c か ら 20 9 士2 3

m s e c と 変化 し
，
延長及び不変例 は なく ， 短縮 7 例で あ

り， P A F 群で は 422 士59 m s e c か ら 36 4 士7 0 m s e c で
，

延長 1 例， 短縮 6 例， 不変 2 例 で あ り ， A C S N R T は
，

C 群
－

8 7 土19 m s e c
，
P A F 群 － 5 8 士7 9 m s e c と 両群 間

に 有意羞 を認 め なか っ た
．

一

方 P A B 後 で は
，

P A F 群

の CS N R T 3 64 士70 m s e c が C 群 20 9 士2 3 m s e c に 比

して有意 くP く0 ． 0引 に 延長 した が
，

P A F 群か ら 洞機

能不全症候群 を 除外 して
，

P A B 後の 成績 を 検討す る

と
，

両群間に 有意差 を認め な か っ た
．

5 ． A H 時 間 は
，

C 群 で 94 士 6 m s e c か ら 91 士 4

m s e c と変化 し
，
延長1 例

，
短縮 4 例， 不変 3 例，

P A F

群で は96 士5 m s e c か ら 96 士 6 m s e c で
， 延長 4 例， 短

縮3 例， 不変3 例で あ り， A A H は
，
C 群

－

3 士 5 m s e c
，

P A F 群 1 士 4 m s e c で 両群 間 に 有意羞 を認 め な か っ

た ．

6 ． H V 時 間 は
，

C 群 で 44 士 2 m s e c か ら 4 5 士 2

m s e c と変化 し． 延長3 例， 短縮 2 例， 不変 3 例で あ り ，

P A F 群 で は48 士 2 m s e c か ら 48 士 2 m s e c で
， 延長 1

例， 短縮例 はなく， 不変 9 例で あ り
，
A H V は C 群 1 士

2 m s e c
，
P A F 群 0 士 1 m s e c で 両群間 に有 意差 を認 め

なか っ た ．

7 ． H R A F R P は
，

C 群 で 278 士 9 m s e c か ら 27 6 士

8 m s e c と変化 し， 延長例 は なく， 短縮 1 例， 不変 7 例

であり，
P A F 群で は 283 士13 m s e c か ら 28 9 士14 m s e c

で， 延長 3 例，
短 縮例 は な く

，
不 変 7 例 で あ り，

A H R A F R P は C 群 － 1 士 7 m s e c
，

P A F 群 6 士 6

m s e c で 両群間に有意差 を認 めな か っ た ．

8 ． H R A E R P は ， C 群 で 233 士1 3 m s e c か ら 24 0 士

6 m s e c と変化 し
， 延長 2 例， 短縮 1 例， 不変 4 例 で

，

P A F 群 で は 236 士12 m s e c か ら 252 士 13 m s e c で
， 延

長3 例， 短縮例 はなく， 不変 7 例 で
，

A H R A E R P は
，

C 群 7 士11 m s e c ， P A F 群 16 士 5 m s e c で 両群 間に 有

意差 を認めな か っ た ．

9 ． C S F R P は ，
C 群 で 29 4 士 1 1 m s e c か ら 30 5 士 7

m s e c と変化 し
， 延長及 び短縮例 は な く

， 不変 8 例，

P A F 群で は 287 士10 m s e c から29 7 士8 m S e C で ， 延長 2

例， 短縮例 はな く， 不変 7 例で あり，
A C S F R P は

，
C

群 11 士5 m s e c
，

P A F 群10 士 6 m s e c で 両群間 に 有意

差を認め なか っ た ．

1 0 ． C S E R P は
，

C 群に お い て
，
2 5 9 士13 m s e c か ら

27 8 士 8 m s e c と変化 し
，
延長 2 例， 短縮 1 例，

不 変5

例 で あ り
，

P A F 群 で は 254 士 9 m s e c か ら 24 9 ＋ 9

皿 S e C で ， 延長－ L 例， 短縮 1 例， 不変 7 例で あり，

山 方

A C S E R P は
，
C 群 19 士1 2 m s e c

，
P A F 群

－

6 士 7 m s e c

田

で
，

P A F 群 が C 群 に 比 して 有意 くP く0 ． 0 引 な短縮 を

示 した ．

1 1 ． A V N F R P は ， C 群 で 4 5 1 士2 0 m s e c か ら 4 18 士

1 0 m s e c と変化 し， 延長例 はな く ， 短縮 3 例，
不 変5 例

で あ り
，
P A F 群 で は 4 1 7 士 18 m s e c か ら 4 18 士2 1 m s e c

で
，

延 長 2 例， 短縮 1 例， 不 変 7 例 で あ り
，

一

方

A A V N F R P は ， C 群 － 3 4 士18 m s e c
，

P A F 群 1 士14

m s e c で 両群 間に 有意差を認 め なか っ た ．

1 2 ． A V N E R P は ， C 群 で 32 9 士17 m s e c か ら 294 士

7 m s e c と変化 し， 延長例 は なく
，
短 縮 3 例， 不変4 例

で
，

P A F 群 で は 314 士 17 m s e c か ら 30 6 士 18 m s e c で
，

延 長 2 例， 短 縮 2 例， 不 変 6 例 で あ り
，

一 方

A A V N E R P は ，
C 群－34 士15 m s e c ， P A F 群 － 8 士1 4

m s e c で 両群間 に 有意差 を認 めな か っ た
．

1 3 ． V E R P は ， C 群 で 24 8 士 7 m s e c か ら 26 7 士 8

m s e c と変化 し
，
延長 3 例

，
短縮例 は なく ， 不変 4 例で

，

P A F 群 で は 2 6 3 士1 3 m s e c か ら 26 4 士 12 m s e c で
， 延

長 2 例 ， 短縮 1 例， 不変 7 例 で あ り
，

一 方 A V E R P は
，

C 群 21 士 9 m s e c
，

P A F 群 1 士10 m s e c で 両群 間に 有

意差 を認め な か っ た ．

V ． 基礎疾患あ る い は合併症の 有無 に よ る 諸因子 の

検討

P A F 群 を 基 礎 疾 患 あ る い は 合 併 症 を 有 す る 群

くP A F －I 群， 9 例1 と
， 有 さな い 群くP A F －II 群，

5イ那

に 分け
，

こ れ ら 2 群 と C 群 との 間で以 下の ごとく検討

した く表7 フ．

1 ． B S C L は
，

3 群 間で 有意差を認 め なか っ た ．

2 ． P w a v e d u r a ti o n は ，
C 群 10 3 士 2 m s e c

，
P A F－

I 群 11 3 士 5 m s e c
，

P A F 群 － II 群 11 8 士 6 m s e c で
，

P A F － I 群，
P A F －II 群 は そ れ ぞ れ C 群 に 比 し て 有意

くP く0 ．0 51 に 延長 して い たが ，
P A F － I 群 と P A F －II 群

と の 間 に は有意差を認 めな か っ た

3 ． S A C T は
，

P A F － I 群 1 3 2 士 1 1 m s e c が C 群

99 士 5 m s e c に 比 し て有意 くP く0 ． 0 51 に 延 長して い た

が ， P A ト工工揮 と C 群 との 間 で は両群間 に 有意差を認

めな か っ た
．

4 ． S N R T は ， C 群 11 0 1 士5 6 m s e c
，

P A F ． I 群

12 6 5 士8 0 m s e c
，
P A F －II 群 1 41 2 士1 3 1 m s e c で

，
P A F －

工群，
P A F － H 群 は そ れ ぞれ C 群 に 比 して 有 意 げく

0 ． 0 5う に 延長 して い たが ，
P A F － 工群と P A ト工I 群と の

間に は有意差 を認め な か っ た ．

5 ． C S N R T は
，

C 群 25 0 士3 9 m s e c
，

P A F － I 群

39 4 士4 9 m s e c
，

P A F － II 群 4 3 8 士9 0 m s e c で ，
P A F － I

群，
P A F －II 群が そ れ ぞれ C 群 に 比 して 有意くP く0 ． 051

に 延長 し てい た が
，
P A F － I 群と P A P －II 群と の 間に は

有意差 を認 めな か っ た ．

6 ． A H 時間，
H V 時間は

，
3 群間で有 意差 を認 めな
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5
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P

憬

脂
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m

悶

慢

n S

n s
，
n O t S i g n i f i c a n t ．

か っ た
．

7 ． m R A
，
P A E D P は

，
3 群間 で 有 意差 を認 め な

か っ た ．

8 ． L A D は
，

C 群 28 士 1 m m
，
P A F － I 群 33 士 2

m s e c
，
P A F －II 群 30 士 1 m m で

，
P A F A I 群が C 群 に比

して有意 くP く0 ． 0 5う に増大 して い たが ，
P A F － H 群と

C 群との 間に は有意差 を認め な か っ た
．

刊 ． 電 気生 理学的諸因 子 に 対す る心 房動態の 影響 に

つ い て の 検討

1 ． P w a v e d u r a ti o n と の 関係 く図2 1

11 P w a v e d u r a ti o nくYl と L A DくXl と の 間 に は， 有

意の正 相関 くY ニ 1 ． 5 X ＋6 6 ．2 ， r
ニ 0 ． 5 2 4 ，

P く0 ．0 51

が認め られ た
．

21 P w a v e d u r a ti o n と m R A
，
P A E D P との 間に

は
，

い ずれ も有意な相 関を認め なか っ た ．

2 ． 洞結節機能と の 関係 く図2 う

S A C T と m R A
，
S N R T と m R A

，
C S N R T と m R A

と の 間 に は
，

い ずれ も有意な相関 を認め な か っ た ．

3 ． 心房 不 応期と の 関係 く図 31

H R A F R P と
，

m R A
，

H R A E R P と m R A と の い ず

れ の 間に も有意な相関 を認め な か っ た
．

C S F R P と P A E D P ， C S E R P と P A E D P
，
C S F R P と

L A D
，

C S E R P と L A D と の 間 の い ず れ に お い て も有

意な相 関を認め な か っ た
．

考 察

r e e n t r y に よ る A F の 発生機序 を考え させ る 現 象 と

して， 心周期の
一 定の 時間内に 心房期外刺激を加 える

と A F が誘発 され る こ と
3
や 実験的 に迷走神経 を緊張

さ せ た状態で 心房期外刺激を加 えた時に A F が誘発さ

れ る
湖 こ とが あ げら れる

．
迷走神経の 緊張冗進 に よ っ

て心房不 応期 は短縮 し
抑

， 心房 のい ろい ろ な部位 で 不

応期の 不均等が 生 じ， その 結果， 心房の各所で r e e n t r y
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F i g ． 2 ． R el a ti o n b et w e e n el e ct r o p h y si o l o gi c a n d h e m o d y n a m i c p a r a m e t e r s ．

0
，
C g r o u p i 書

，
P A F g r o u p ニ n S

，
n O t Si g ni fi c a n t ．

が 生 じ て 細 動 が 発 生 し て く る と 考 え ら れ て い

る
1 81 2 り2 2I

． また 心房拡大も A F の発生 と維持 に 関与す

る こ とが 考え られ て い る
7ユ23I 2 41

d 方 N a d e a u ら
1 01

は， イ ヌ で コ リ ン 作動薬 を右房に

注入 し心房を機械的に 刺激 した時， 洞結節機能が 正 常

な例 で
，
A F の 誘発， 維持が容易 であ っ た こ と よ り ， 異

所性的自動能冗進が A F の発生 に
，

さ らに 洞結節機能

が A F の 維持 に 関与し てい る こ と を指摘 して い る ．
こ

れ は洞結節 を包含 す る よ う な r e e t r y 回 路が 存在 して

A F の発生， 維持に関与してい ると考えられてい る
2 5I 抑

本研究 に お い て は ， A F 発生 に 関与す る と考 え られ る

種々 の 因子 に つ い て検討 した結果，
そ の病態生理 学的

特徴 に つ い て 以 下 の点 を明 ら か に し た ．

工
． 心 房 期外刺激時 の 心 房内伝導遅 延

L ei e r ら
2 71

は ， 心房粗動 に お い て は
， 洞結節機能異常

と心房内伝 導時 間の 延長が 粗動 の 発生を 容易 に する因

子 で あ る と述 べ て い る
．

C o si o ら
細

は，
P A F に お い て

，
プ ロ グ ラ ム さ れ たJL 一

房期外 刺激時 の 順向性 の 心房 内刺激伝 導時問 をもと

め， そ の 最大伝導遁走時間が対照群 に 比 し て有意に延

長 した こ と よ り ， 心房 内伝 導遅延 を r e e n t r y 発生 の 背

景と考 え た
．

著者 は
，
H R A

，
C S の そ れ ぞれ の 部位 で，

プ ロ グラム

さ れ た心 房期外刺激 を行 な い
， 順行伝導 と して

，
H R A －
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L A D

F i g － 3 ． R el a ti o n b e t w e e n el e c t r o ph y si o l o gi c a n d h e m o d y n a m i c p a r a m e t e r s ．

0
，
C g r o u p ニ ー

，
P A F g r o u p i n S

，

L R A 間，
H R A － C S 間

，
逆 行伝導と して C S － H R A 間，

C S － L R A 間の 各伝導時 間の M C D T を P A B 前後 で 検

討し たと こ ろ， 逆行伝 導であ る CS － H R A 間， C S － L R A

間の M C D T は
，
P A B 後 に C 群 に 比 して P A F 群 で 有

意に 大き か っ た ． また
，

P A B 後に お い て
，

H R A E R P

と CS E R P と の 間 に は 有 意 差 を 認 め な か っ た が ，

C S E R P が C 群 に 比 して有意 に 短縮 し た
．

さ ら に 心房

期外刺激後の P A F の 誘発 に 関して ， P A B 後 に C S 領

域に 認め られ た もの が
，

C 群 く40 ％う に 対 し て ， P A F

群5 例く63 ％う で あ っ た ．
こ れ らの 事実 か ら

，
P A F に

おける心房期外刺激後 の R A F の 発生 に は， 内在す る

逆伝導遅延を背景と した心 房局所の 有効不応期の 変化

が関与 して い る こ とが 示 唆さ れ た ． な お H R A と CS

n o t si g n ifi c a n t ．

との 間に お い て不 応期の 不均斉くdi s p e r si o nl は認 め ら

れ な か っ た が
，
P A B 後 に C S E R P が有意に 短縮 し た こ

と よ り
，

心 房 の 各 所 で 不 応 期 に 変 化 が 生 じ て

di s p e r si o n がお こ る こ とは 十分考 えられ た ．
こ の よ う

に 考 えれ ば
，

A F の 発生に は r e e n t r y 機序が 関与 して

い る こ とが
，
臨床的検 討か らも推察さ れ た ．

工工 ． 心房 受攻性と 心房不 応期 との 関連

プ ロ グ ラ ム され た 心 房期外刺激法 に よ る P A B 前 後

で の R A F の 誘発率は
，
P A F 群の 方が C 群に 比 して 高

か っ た
．

しか し出現帯 の 持続時間な ら び に 内側境界 ，

外側境界 に つ い て は
，
P A B 前後 で い ずれ も有意差 を認

め なか っ た こと よ り
，
P A F に お ける 心房受攻性の 増大

と自律神経系と の 関連性は 不明で あ っ た
．



1 0 7 4

心 房受攻性 は
，
心周期の短縮 に つ れ て増大す る

5l
． さ

らに A F が 副交感神経緊張克進状態時の P A C 出現後

に 発生 した り
2 2I 2 9 馴

， 交感神経緊張冗進状態時 に 発生

し，P －b l o c k e r に よ っ て抑制 ， 消失が み られ る事実3 0，か

う，
心房受攻性 が自律神経系の 多様 な影響 を受け やす

い こ と も考 えら れ る
．
著者の成績 か ら ， 内在す る心房

内逆導遅延が 自律神経系 の影響 をう け
，

r e e n t r y が 生

じ易く な り ， 他方で は ， 心房受攻性 を増大 させ る 結果

に な る こ とも 考 えられ た ．

P A F に お い て， R A F 出現帯 の 内側境界が A F R P に

一 致す る割合 が高か っ たが
，

こ れ は W y n d h a m ら
51

，

E n g el ら
6
切 報告と同様 で あ っ た ．

こ の こ と は
，
A F R P

の 変 化が 逆 に 心 房受攻 性 を規定す る因子 と な りう る

可能性の ある こ とが 示唆さ れ
，
P A F の発生の 抑制 を目

的 と した抗不 整剤の 選 択 に 際 し 考慮す べ き こ とで あ

る ．

m
． 洞結節機能 なら び に 刺激伝 導能 に対す る 自律神

経 系の 影響

洞結節機能な ら び に 刺激伝導能 は
， 自律神経系の 影

響を受 け易い 抽
． 交感神経 緊張完進 は機 能促進効果 を，

迷走神経緊張克進は機能抑制効果 を有 す る
3 21

． 本研究

に お い て
，

電気生理 学的諸 因子 に つ い て
，

P A B に よ

り ＋10 ％以 上 延長 した も の を 交感 神 経 緊張優 位，

－

1 0 ％以上 短縮 したも の を副交感神経 緊張優位と 考え る

と
，
S A C T

，
S N R T

，
C S N R T の 短縮 を 示す 割合が両群

共 に 高か っ た こ と より， 洞結節機能 は 両群共 に 副交感

神経緊張優位 が 示唆さ れ た ． 笠 貫 ら
瑚 に よ る 内因性房

室伝導能の検討で は
，
房室結節内伝導に 対 し て副交感

神経緊張優位が 指摘さ れ て い る
． 著者の 成績で は

，
A H

時間は C 群で は副交感神経 緊張優位 の 傾向 を 示 した

が
，

P A F 群 で は優位性が明 らか で な か っ た
．

副交感神経 緊張元進 は
， 心 房不応期 に 対 して 短縮珊

，

房室結節不応期に 対 して延長 叫 の 効果を示 す が， 著者

の成績で は， 心 鼠 房室結節，
心室の 各不応期は P A B

に よ っ て不変 を示す 症例 の割合が 高く 自律神経支配 の

優位性 は明らか で なか っ た
．

1 V ． 基礎疾 患ある い は合併症 の 有無 に よ る 諸国子 の

差異

P A F の頻 度は 全心房細動 の 5 ． 2 ％か ら 4 0 ． 2 ％と 報

告も様 々で ある
85 ト 珂

． 基礎疾患と して は， 高血 圧症，

心筋疾患， 動脈硬化症， リ ウ マ チ性弁膜症， 甲状腺機

能冗進症が あり
3 の瑚

一

彗 ま た W P W 症候群4 り4 21
，
洞機

能不全症候群
勅
彗 心 房 中隔の 脂肪歴様肥大

45りこ も合

併す る ． 特発性 P A F は
，
P a r k i n s o n ら 瑚 に よ る 200 例

の検討で は 9 ％に 認 められ て い るが
， 本邦 で は

，
20 ％

か ら 24 ． 5 ％と報告閲 刷 され て い る
． 著者の成績 で は

，

14 例中 5 例 く35 ． 7 ％う が 特発性 P A F で あ っ た ．

P A F 全体 で 検討す る と
，
P w a v e d u r a ti o n

，
S A C T

，

S N R T
，
C S N R T が C 群 に 比 して有意 に 延長 して い た

が
，

こ れ を基礎疾 患 ある い は 合併症 の 有 無 に よ っ て

P A F － I 群 と P A F －II 群 に 分 けて検討 す る と
，
P w a v e

d u r a ti o n は両群共 に C 群 に 比 して 有意 に 延長 して い

たが
，
P A F 一 工群と P A ト H 群と の 間に は有意差を認め

な か っ た
．

L A D は 諸家 の報 告23 帥 7 ト 4 91と 同様 に
，

P A F － I 群 に お い て増大の 程度 が大 きか っ た ． P w a v e

d u r a ti o n と L A D との 間に は全体的 に は 有意の正 相関

が 認 め られ た が
，
P A F の 中に は P w a v e d u r a ti o n 延

長の 原因と して心房内伝導障害 の 存在 を示 唆す るよう

を症例が 認め ら れ た
．

m に お い て述 べ た よ う に
，
刺激伝 導系は自律神経系

の影響 を受 け易 い た め
， 自動能ある い は伝 導能が異常

値 を示 した場合 に は
，

その 原因が 自律神経 系の 影響に

よ る もの か
， あ る い は固有組織 の傷害に 基づ くも の で

あ る か を区別す る必要が あ る ． 特 に 洞結節お よ び房室

結節機能の 評価 に は注意す べ き で あ る
3 3 酬

句 5 21

著者 の 成績 で は
，
P A B 後 の 検討で P A F 全体 か らみ

る と洞結節機能 の 低下 を認 めた が
， 洞機能不 全症候群

合併症例 くC a S e 3
．
4

，
5 1 を除外 し た検討に お い て

，

C 群 との 間で 有意差 を認め な か っ た ．
こ れ は本研究に

お い て P A F 症例の 構 成の 不均 一 性 に 由来す ると 考え

ら れ た
．

V ． 電気生 理 学的諸因子 に 対す る 心 房 動態の 影響

P r o b st ら
47
りま

，
P A F の L A D に つ い て は ， 固定性心

房細動群よ り も小 さい が
，

正 常群あ る い は基礎疾患を

有す るが A F を合併 しな い 群 よ りも 大き い こ と を指摘

して い る ． 剖検例に お け る心 房容積 の 検討 で も
4 8I

， 固定

性JL 一房細動群が P A F に 比 べ て 有意に 増大 し て い る こ

と が示 され て い る ． A F の 持続 時間 と心 房 容積と の間

に は有意 の 相関が認 め られ な い こ とも 報告 欄
さ れ てい

る ． 著者の成績 で は
，
P A F － I 群が C 群 な らび に P A F ．

II 群 に 比 し て 有 意 の L A D 増 大 を 示 し た ． m R A
，

P A E D P に つ い て は ， それ ぞれ 3 群間 で 有意差 を認め

な か っ た た め L A D 増大 の 原因は明 ら か で な い が
，
心

房負荷 の 関与 は十分に 考え られ た ．

E w y ら
241

は
，
A F 症例 で の L A D と電気的除細動 に対

す る反応性 の 検討 に お い て
，
P A F 群， 電気的除細動成

功群， 固定性心房細動群 の 順 に L A D の 増大 が認めら

れ た こ と よ り
，
L A D の 増大 が A F の 発 生 ， 維持に 重要

であ ると 述べ て い る
． 心房容積の 増大は

，
心 房壁の 構

築 その も の に
，

な ん らか の 傷害 を伴 な っ て く る結果，

電気生理 学的不均 一 伝導 を生 じて r e e n t r y 回 路を形成

し易 くす る と 考え られ て い る
2 31

．
しか し なが ら

，
本研究

で は
， 電気生理学的諸因 子 と L A D お よ び血 行動態的

因子 との 間 に 有意な相関 を臨床的 に 見出せ な か っ た．
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P A F － II 群 で は， L A D の 有意 な 増大 が 認 め ら れ な

か っ たに も か か わ ら ず P w a v e d u r a ti o n の 有意な 延

長を認め た こ と よ り
， 特発性 P A F で は

，
A F の 発生に

左房拡大 は必ず しも重 要な も の では な く ， む し ろ心房

内伝導障害 を基礎 と し た電気生理 学的諸因子 の 変化が

A F の 発生に 関与 して い る こ とが 考え られ た ．

結 論

P A F に お ける A F 発生の 病態生 理 学 的特徴 を明 ら

か に す る た め
， A F 発生に 関与 す る と考 え られ る諸因

子に つ い て
，

以 下の 成蹟 を得た
．

1 ■ P A F で は全 例 に P A C を合併 した ．

2 ． P A F で は， プ ロ グ ラム され た心 房期外刺激法 に

よ る C S 部位刺激時の C S － H R A
， C S － L R A 伝導時間の

M C D T が C 群 に 比 して有意 に延長 した ．

3 一 プロ グラム された心房期外刺激法 に よ る R A F の

誘発 率 は
，

C 群 に 比 して
，

P A F 群 で 高か っ た
． ま た

P A F 群 に お い て は
， R A F 出現帯 の 内側境界が心房機

態的不応期と 高率 に 一 致 した ． R A F 出現帯 の 持続時

軌 内側境界な ら び に外価境界 に つ い て は
， 両群間 で

有意差 を認め な か っ た
．

4 ． 洞結節機能な らび に 刺激伝導能 に対 す る自律神

経系の 影響 に 関す る検討 で は
，
P A F 群 ， C 群共 に 洞

結節機能 は副交感神経緊張優位 を示 した ． 房室結節 内

伝導は
，
C 群が 副交感神経緊張優位を示 した の に 対 し

，

P A F で は不 定で あ っ た
． 心房， 房室結節， 心室の 各不

応期に 対す る自律神経 系の 影響は両群共に 不 定 で あ っ

たが
，

P A B 後 に CS E R P が C 群 に 比 して 有意 に 短縮

した ．

5 ． P A B に よ る洞結節機能の 検討 で は
，

P A F 群が

C 群 に比 し て ， S N R T
， C S N R T

，
S A C T の 有 意な延長

を示 した － しか し なが ら
，
P A F 群 に よ り洞結節機能不

全症候群 を合併 す る 症例 を除外 し た も の と C 群 と の

検討で は有意差 を認 め なか っ た

6 － P w a v e d u r a ti o n は
， C 群 に 比 し P A F 群 で 有

意に延長 して い た ．

7 ． L A D は
，

C 群 に 比 して P A F － I 群 で 有意 に 増

大し て い た が
， P A F一，

H 群と C 群と の 間に は有意差 を

認めな か っ た
．

8 ． P w a v e d u r a ti o n と L A D との 間に は
， 全体的に

み ると有意な正 相関が 認め られ たが
，
P A F 群 の 中に は

P w a v e d u r a ti o n 延長 の 原因と し て
，

心房 内伝導障害

を示唆す る よう な症例 が認め られ た ．

その 他電気生理 学的諸 因子 と L A D お よ び血行動態
的諸因子 との 間に は有意な相関 を認 め なか っ た ．

以上 の 成績 よ り
， 左房拡大ある い は心 房内伝導障害

の存在下 で 心 房期外収縮が 発生 す ると
， 内在す る 心房

107 5

内逆伝導障害の た め 心房内局所間で逆伝導の 著 しい 遅

延が 生 じて
，

r e e n t r y の 発生が誘起さ れ る結果，
P A F

の発生が 容易 に な るも の と 考 えら れ た ． ま た P A F 群

に お い て ，
プ ロ グ ラム さ れ た心房期外刺激 法 に よ る

R A F 出現帯 の 内側境界が 心 房機能的不応期 と高 率に

一 致 した こ と は
，
P A F の発生予防の ため の 抗不整脈剤

の選択 に あた っ て考慮す べ き こ と と考え られ た
．
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5 6 2

－

5 6 7 く19 8 1I ．

43ナ E a pl a n
，
B ． 加L

，
L a m g e n d o r f

，
R ．

，
L e Y

，
M ． 鹿

P i c k
，
A ． 二 T a c h y c a r di a b r a d y c a r di a s y n d r o m e くS O

－

C all ed
L－

si c k si n u s s y n d r o m e
，，

l ． A m ． J ． C a r di ol ．
，
3 1

，

4 97－508 く1 9 73J ．

叫 G o m e s
，
J ． A ． C ．

，
K a n g ，

P ． S ． M a t h e s o n
， M ． ，

1 0 7 7

G o u g h J r ． W ． B ． 鹿 E I － S h e rif
，
N ． ニ C o e x i st e n c e of

Si c k si n u s rh yth m a n d a t ri al fl u tt e r
－fi b rill a ti o n

．

C i r c ul a ti o n
，
6 3

，
80 －

8 6 く19 8 1J ．

均 広瀬 勝 ． 箕 田昌道 ． 八 田貞人 一 岸田 浩 ． 長沢

紘 一 ．

馬淵原
－

． 牛山清司ニ
ー 過性心房細勤 と運動負

荷試験 H e a r t
，
3

， 6 2 5－63 1 く19 7 11 ．

4 61 H u tt e r
，

A ． M ． J r 鹿 P a g e
，

P L ． ニ A t ri a l

a r r h y th m i a a n d li p o m a t o u s h y p e rt r o ph y of th e

C a rd i a c i n t e r a t ri al s e pt u m ． A m ． H e a rt J ．
，
82

，
1 6 ．2 1

く19 7り．

471 P r o b s t ， P ．
，

G o ld s c h l a g e r
，
N ． 鹿 S el z e r

， A ． ニ

L ef t a t ri al si z e a n d a t ri al fib rill a ti o n i n mi t r al

S t e n O Si s ． C i r c ul a ti o n
，
4 8

，
1 2 82 － 1 2 87 く197 3I ．

4 BJ S u gi u r a
，
M －

，
O h k a w a

，
S ．

，
U e y a m a

， C ．
，
K ei d a

，

Y ．
， A b e

，
H ．

，
U e d a

，
K

． 及 S hi m a d a
，

H ． ニ A

Cli ni c o p a th o l o g l C a l st u d y o n th e a tri al fi b rill a ti。n

a n d a tri a l v o l u m e i n th e a g e d ． J p n ．J ． G e ri a t
，
1 8

，
3 4 9

－

35 3 く19 8 1I ．

4 9I T a k a h a s hi
，

N ．

，
S e k i

，
A ．

，
I m a t a k a

，
K ． 鹿 F u

－

jii ，
J ． こ L ef t a t ri al e nl a r g e m e n t i n p a r o x y s m al a tr i al

fi b rill a ti o n 一 二H e a rt ， 1 3
，
4 3 8 － 42 2 く19 81 1 ．

5 0J M a n d d
，

W
り

H a y a k a w a
，

軋
，
D a n ヱi g ， R ． 皮

M a r c u B ， H ． ニ E v a l u a ti o n o f si n o ． a tri al n o d e

f u n cti o n i n m a n b y o v e r d ri v e s u p p r e s si o n ． C i r c u l a L

ti o n
，
4 5

，
5 9 －

6 6 く19 7リ．

5 1J N a n d a
，

0 ． S ．

， S a m et ， P ． 也 J a v i e r
， R ． ニ

S i g n ifi c a n c e o f th e si n u s
－

n O d e r e c o v e r y ti m e ．

C i r c u a lti o n
，
4 5 1 4 0

－

15 8 く1 9 72J ．

52I Y a m a g n c b i
，
工

． ， T o g o
，
T ．

，
S u g 励i t a

，
Y

． 良 工t o
，

I － ニ E v al u a ti o n o f m e th o d s f o r a s s e s s l n g Si n u s n o d e

f u n c ti o n i n m a n ニ th e i m p o rt a n c e o f a u t o n o mi c

b l o c k a d e T H e a rt ， 1 3
，
9 2 9

－

93 6 く19 8 1J ．

St u di e s o n P at h o p h y si olo gi c C h a r a c t e ri stic s of P a r o x y s m al A t ri al F ib rillati o n S h i z u k a

F u zit a
，

D i vi si o n o f C a rdi ol og y ，
D e p a rt m e nt o f I n t e r n al M e di ci n e

，
K a n a z a w a M ed ic al U ni v e r sit y ，

U chi n a d a
，
Ish ik a w a

，
9 2 0 － 0 2 － J － J u z e n M e d ■ S o c ．

，
9 4

，
1 0 6 2 － 1 0 7 8 t 1 9 8 51

K e
y W o r d s二 P a r O X y S m al a t ri al n b rill ati o n

，
i n tri n si c i n t r a at ri al r e t r o g r ad e c o n d u c ti o n d ela y ，

at ri al v ul n e r a bili t y ，
a ut O n O m i c n e r v o u s sy st e m

，
1 eft at ri al e nl a rg e m e n t

．

A b st r a ct

T h e p u r p o s e o f t h e p r e s e n t s t u d y w a s t o cl a ri fy p a th o p h y si o l o g i c c h a r a ct e ri sti c s o f o c c u r r e n c e

O f p a r o x y s m a l a t ri al fi b ri 11 a ti o n t P A F，． E l e c t r o p h y si o l o gi c
，
h e m o d y n a m i c a n d e c h o c a rd i o g r a p h i c

S t u d i e s w e r e d o n e o n p a ti e n t s w it h P A F くP A F g r o u pJ a n d o n p a ti e n t s w it h o u t o rg a n i c h e a rt

di s e a s e くC g r o u pJ ． I n st u d y i n g e x t r a sti m u l u s －i n d u c e d i n t r a a t ri a l c o n d u c ti o n d el a y s d u ri n g p r o －
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g r a m m e d at ri al e x t r a sti m u l u s
，

m a X i m al c o n d u c ti o n d e l a y ti m e f r o m c o r o n a r y si n u s t o h ig h

ri gh t at ri u m a n d t o l o w e r rig h t a t ri u r n a f t e r p h a r m a c o l o gi c a u t o n o m i c b l o c k a d e くP A BJ w a s sig ni fi －

C a n tl y p r o l o n g e d i n t h e P A F g r o u p c o m p a r e d w it h t h e C g r o u p ． R e p e ti ti v e a t ri al fi ri n g くR A FJ

i n iti a t e d b y p o st d ri v e e x tr a sti m u l u s f r e q u e n t ly o c c u r r e d i n th e P A F g r o u p c o m p a r e d w it h th e C

g r o u p ．
T h e i n n e r li m i t o f t h e R A F z o n e al s o b o r d e r e d t h e a t ri al f u n c ti o n al r e f r a ct o r y p e ri o d i n a

h ig h p e r c e n t a g e o f t h e P A F g r o u p ． T h e r e w a s n o si g n i fi c a n t d i ff e r e n c e i n d u r a ti o n
，
i n n e r li mi t

a n d o u t e r li m it o f t h e R A F z o n e b e t w e e n t h e t w o g r o u p s ． I n st u d y i n g e ff e ct s o f t h e a u t o n o m i c

n e r v o u s sy st e m o n c a r d i a c el e c t r o p h y si o l o gi c m e a s u r e m e n t s ，
V a g a l i n fl u e n c e s o n si n u s n o d e

f u n cti o n w e r e g r e a t e r o n b o t h g r o u p s ． V a g al i n fl u e n c e s o n a t ri o v e n t ri c u l a r c o n d u cti o n w e r e

g r e at e r i n t h e C g r o u p ，
b u t u n cl e a r i n t h e P A F g r o u p ． A u t o n o m i c e ff e c t s o n e f f e c ti v e a n d

f u n c ti o n al r e f r a c t o ry p e ri o d s o f a t ri u m
，

a t ri o v e n t ri c u l a r n o d e a n d v e n t ri cl e w e r e u n cl e a r i n b o t h

g r o u p s
．

H o w e v e r
，
t h e c o r o n a r y si n u s efTt c ti v e r e f r a c t o r y p e ri o d w a s sig n i fi c a n tly d e c r e a s e d a ft e r

P A B i n t h e P A F g r o u p c o m p a r e d w it h t h e C g r o u p ． A lt h o u gh si n u s n o d e d y s f u n cti o n w a s

e vi d e n c e d i n t h e P A F g r o u p ，
t h e r e w a s n o sig n i fi c a n t d i ff e r e n c e i n si n u s n o d e f u n c ti o n b e t w e e n

t h e C g r o u p a n d t h e r e m ai n d e r o f t h e P A F g r o u p ，
e X Cl u d i n g p a ti e n t s c o m pli c at e d w i t h si c k si n u s

S y n d r o m e
． P － W a V e d u r a ti o n w a s sig n ifi c a n tl y p r o l o n g e d i n t h e P A F g rp u p c o m p a r e d w it h t h e C

g r o u p ．
T h e l eft a t ri al d i m e n si o n w a s si g n ifi c a n tl y e n l a rg e d i n t h e P A F －I g r o u p w it h o rg a n i c a n d

n o n o rg a n i c h e a rt d i s e a s e ． O v e r all
，
t h e r e w a s a sig n i fi c a n t p o siti v e r el a ti o n s h ip b e t w e e n P －

W a V e

d u r a ti o n a n d t h e l e ft a t ri al d i m e n si o n ． T h e r e w e r e s o m e c a s e s w h i c h s u g g e st e d t h at p r ol o n g ati o n

O f P －

W a V e d u r a ti o n w a s c a u s e d b y i n t r a at ri al c o n d u cti o n d i st u r b a n c e ． T h e r e w a s n o si g n ifi c a n t

r el a ti o n s h ip b et w e e n o t h e r el e ct r o p h y si o l o g l C P a r a m e t e r S a n d a t ri al d y n a m i c s ． T h e s e r e s u lt s

S u g g e St t h at p r e m a t u r e s u p r a v e n t ri c u l a r c o n t r a cti o n a s s o c i a t e d w it h l e ft a t ri al e n l a r g e m e n t a n dl o r

d i st u rb a n c e o f i n t r a a t ri al c o n d u cti o n
，

e S P e Ci a11y i n t ri n si c i n t r a a t ri al r et r o g r a d e c o n d u c ti o n d el a y ，

m a y c r e a t e e x t r a s y t o l e －i n d u c e d i n t r a a t ri al r e t r o g r a d e c o n d u cti o n d el a y s i n p a ti e n ts w it h P A F
． I t

i s als o s u g g e st e d t h a t e x t r a s y st o l e
－i n d u c e d i n t r a a t ri al r e t r o g r a d e c o n d u ct i o n d el a y s m a y b e a

P O SSib l e m a n i f e st ati o n o f t h e b a c k g r o u n d f o r r e e n t ry ．


